
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 愛 媛 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 御荘町立中浦小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 １ １ １ １ １ １ ０ ６

児童数 １６ １１ ６ ９ ７ １０ ０ ５９ １０

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

確かな学力を身に付け、主体的に問題解決に取り組む児童の育成
－個に応じた学習指導と評価をとおして－

２．研究内容と方法
(1) 実施学年・教科

全校児童・算数
（算数科は「確かな学力」の中でも 「自己学習力」を育てる側面を担っている、
教科であるため）

(2) 年次ごとの計画

○ テーマ
確かな学力を身に付け、主体的に問題解決に取り組む児童の育成

平 －個に応じた学習指導と評価をとおして－
成
14 ○ 研究の見通し
年 ア 個に応じたきめ細かな指導を行うことで、児童一人一人に、主体的に
度 学習活動にかかわり問題を解決することのできる力を育成し、確かな学

力を身に付けさせることができるであろう。
イ 個に応じたきめ細かな評価を行うことで、一人一人が、自己の学習を
振り返り、成果を確認し、新たな問題の解決に主体的に取り組むことが
できるであろう。

○ 研究内容・方法
ア 指導法研究…個に応じたきめ細かな指導方法・指導体制のあり方

自己選択による発展的・補充的な学習（ア）
個の考えを生かした問題解決的な学習（イ）
家庭との連携（ウ）

イ 評価研究…指導に生きる適切な評価のあり方
児童のよさや可能性を伸ばすための評価（ア）
基礎・基本の徹底を図り、指導に生かすための絶対評価（イ）
自ら学び、自ら考える力を育てる評価（ウ）

ウ 研究方法
指導法研究部会においては、指導方法や指導体制のあり方の研究を（ア）

すすめ、授業研究を中心に研究の評価をしていく。
評価研究部会においては、一人一人の学習指導の過程や成果につい（イ）

、 、 。 、て継続的 総合的に把握した 適切な評価のあり方を研究する また
評価について家庭の理解を図りながら、連携を深めていく。
指導法研究部会と評価研究部会が、常に連携を取り合いながら、指（ウ）

導に生きる評価の研究、評価を生かす指導の研究を積み重ねていく。

○ テーマ
確かな学力を身に付け、主体的に問題解決に取り組む児童の育成



平 －個に応じた学習指導と評価をとおして－
成
15 ○ 研究の見通し
年 ア 個に応じたきめ細かな指導を行うことで、児童一人一人に、主体的に
度 学習活動にかかわり問題を解決することのできる力を育成し、確かな学

力を身に付けさせることができるであろう。
イ 個に応じたきめ細かな評価を行うことで、一人一人が、自己の学習を
振り返り、成果を確認し、新たな問題の解決に主体的に取り組むことが
できるであろう。

○ 研究内容・方法
ア 指導法研究…個に応じたきめ細かな指導方法・指導体制のあり方

個の考えを生かした問題解決的な学習の展開（ア）
学びの楽しさを味わう算数的活動（イ）
可能性を伸ばすためのコース別学習（ウ）
家庭との連携（エ）

イ 評価研究…指導に生きる適切な評価のあり方
基礎・基本の徹底を図り、指導に生かすための目標に準拠した評価（ア）

のあり方
個のよさや可能性を伸ばすための評価のあり方（イ）
指導と評価の一体化（ウ）

ウ 研究方法
指導法研究部会においては、指導方法や指導体制のあり方の研究を（ア）

すすめ、授業研究を中心に研究の評価をしていく。
評価研究部会においては、一人一人の学習指導の過程や成果につい（イ）

、 、 。 、て継続的 総合的に把握した 適切な評価のあり方を研究する また
評価について家庭の理解を図りながら、連携を深めていく。
指導法研究部会と評価研究部会が、常に連携を取り合いながら、指（ウ）

導に生きる評価の研究、評価を生かす指導の研究を積み重ねていく。

○ テーマ
確かな学力を身に付け、主体的に問題解決に取り組む児童の育成

平 －個に応じた学習指導と評価をとおして－
成
16 ○ 研究の見通し
年 ア 個に応じたきめ細かな指導を行うことで、児童一人一人に、主体的に
度 学習活動にかかわり問題を解決することのできる力を育成し、確かな学

力を身に付けさせることができるであろう。
イ 個に応じたきめ細かな評価を行うことで、一人一人が、自己の学習を
振り返り、成果を確認し、新たな問題の解決に主体的に取り組むことが
できるであろう。

○ 研究内容・方法
ア 指導法研究…個に応じたきめ細かな指導方法・指導体制のあり方

個の考えを生かした問題解決的な学習の展開（ア）
学びの楽しさを味わう算数的活動（イ）
可能性を伸ばすためのコース別学習（ウ）
家庭との連携（エ）

イ 評価研究…指導に生きる適切な評価のあり方
基礎・基本の徹底を図り、指導に生かすための目標に準拠した評価（ア）

のあり方
個のよさや可能性を伸ばすための評価のあり方（イ）
指導と評価の一体化（ウ）

ウ 研究方法
指導法研究部会においては、指導方法や指導体制のあり方の研究を（ア）

すすめ、授業研究を中心に研究の評価をしていく。
評価研究部会においては、一人一人の学習指導の過程や成果につい（イ）

、 、 。 、て継続的 総合的に把握した 適切な評価のあり方を研究する また
評価について家庭の理解を図りながら、連携を深めていく。
指導法研究部会と評価研究部会が、常に連携を取り合いながら、指（ウ）

導に生きる評価の研究、評価を生かす指導の研究を積み重ねていく。



(3) 研究推進体制

校 長
↓

教 頭
↓

研 修 主 任
↓

校内研究推進委員会
校長・教頭・教務主任・研修主任・各部長

指導法研究部会 評価研究部会
低学年部 中学年部 低学年部 中学年部
高学年部 サポート部 高学年部 サポート部

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

個に応じたきめ細かな指導方法・指導体制のあり方（１）
ア 個の考えを生かした問題解決的な学習の展開

一人一人が学習課題に主体的にかかわり、学ぶ楽しさを感じる児童が増え
てきている。個に応じた支援により、高学年児童の自力解決の力は徐々に伸
びてきている。低・中学年の児童は、多様な考えを出し合って集団検討で高
めあっていくことの楽しさや充実感を味わうことができるようになり、コミ
ュニケーション能力がつきつつある。

イ 学びの楽しさを味わう算数的活動
子どもを活動の中心に据えた授業の改善ができ、わかる喜びや学ぶ楽しさ

を味わうことのできた児童が増えた。また、算数の学習を日常生活に生かす
ことができるようになってきている。

ウ 可能性を伸ばすためのコース別学習
児童は自分の実態に合った課題を選択し、めあてを達成しようと取り組む

ようになってきている。そして、繰り返しの学習や理解が不十分なことの集
中学習により、それぞれ満足感をもち、算数好きが増えた。さらに、自主勉
強への意欲につながる児童もいた。

エ 家庭との連携
算数だより「とびうお」の配布で、保護者の「学力向上」への意識が高ま

り、子どもの家庭学習の習慣づけや学校で学習したことの生活化を心がける
家庭が増えた。
指導に生きる適切な評価のあり方（２）
ア 基礎・基本の徹底を図り、指導に生かすための目標に準拠した評価のあり
方
研究授業を通して個々の教師の評価力を高める研修を行うことで、教師の

評価観を見直したり、児童一人一人のよさや可能性を見いだそうとしたりす
ることができた。

イ 個のよさや可能性を伸ばすための評価のあり方
学級カルテと個人カルテの作成（ＣＲＴテストによる児童の実態調査）（ア）
Ｈ１４年度始めに、学級の実態や児童一人一人の実態を把握し指導に役

立てるために、１年生を除く全学年で前学年のＣＲＴテストを実施し、学
級カルテと個人カルテを作成した。年度末には該当学年のＣＲＴテストを
実施してカルテを作成し、１年間の個の伸びや学級の実態を考察した。個
々の実態がしっかり把握でき、伸びも見えてくるようになってきた。個々

、「 」「 」の児童や集団の変容を見てみると 関心・意欲・態度 数学的な考え方
。といった単元ごとのテストではに表れにくい観点が伸びている児童が多い

ＣＲＴテストは、Ｈ１５年度、１６年度末にも実（資料１ （資料２））
施し、３年間の変容を見るようにしている。
自己学習力を高める「算数のびっこカード」（イ）
自己評価カードにより、児童は自分の学習を振り返り、自分のよさに自

信をもち、意欲的に学ぼうとする姿が見られるようになった。
児童のよさや可能性を保護者に伝える「算数のびっこ通信」（ウ）
「のびっこ通信」は、教師が児童の実態を把握し、授業の成果を振り返る
のに役立った。さらに、新しい評価観が少しずつ家庭へ浸透し、家庭との
連携を図りながら児童を支援することができてきた。

ウ 指導と評価の一体化



日々の評価記録の積み重ねや単元ごとの「のびっこ通信 、個人カルテ等」
で常に指導に生きる評価、評価を生かす指導を心がけてきたことで、個々の
実態がしっかり把握でき、伸びも見えてくるようになってきた。

（資料１ 学級集団の変容事例…Ｈ１４年度５年生）

→

（資料２ 個人の変容事例…Ｈ１４年度３年Ａ児）

→

２．今後の課題

個に応じたきめ細かな指導方法・指導体制のあり方（１）
ア 問題解決的な学習における自力解決への支援のあり方をさらに工夫する。
イ 集団解決の場での練り合いの充実を図る。
ウ 算数的活動の工夫と活動の蓄積を行う。
エ 発展的・補充的な学習活動の蓄積を行う。
オ 学習意欲を高めるための家庭学習への支援を充実させる。
指導に生きる適切な評価のあり方（２）



ア 他教科や日常生活において、算数の学びが生きているかの確認

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

○ ＣＲＴテストによる児童の実態調査
全学年でＣＲＴテストを実施し、学級カルテと個人カルテを作成している。
目的（１）
学級の実態や児童一人一人の実態を把握し、指導と評価の一体化を図る。
実施内容（２）
全学年、算数と国語のＣＲＴテストを実施し、学級カルテ（集団の変容）

と個人カルテ（個の変容）を作成した。
時期（３）

ア 平成１４年度…年度初め（前学年の内容 、年度末（該当学年））
イ 平成１５年・１６年度…年度末（該当学年）

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

１ 学力向上フロンティア事業研究指定校公開授業
開催実績（１）

ア 日時 平成１５年２月６日１３：００～１５：３０
イ 場所 御荘町立中浦小学校
ウ テーマ 確かな学力を身に付け、主体的に問題解決に取り組む児童の育

成 －個に応じた学習指導と評価をとおして－
エ 対象 学力向上フロンティア事業地区協議会員

宇和島管内の小中学校教員
開催予定（２）

ア 日時 平成１６年１１月下旬
２ 学力向上フロンティア事業保護者説明会及び保護者参観日

開催実績（１）
ア 日時 第１回…平成１４年４月２５日１４：５０～１５：１５

第２回…平成１４年７月１５日１４：３０～１５：００
第３回…平成１５年１月１７日１３：４０～１５：２０

イ 場所 御荘町立中浦小学校
ウ テーマ 本校の取組の説明と個に応じた学習指導・学校と家庭との連携
エ 対象 保護者
開催予定（２）

ア 日時 第４回…平成１６年２月２０日１３：４０～１５：３０
第５回…平成１７年２月中旬

３ ＨＰ作成
平成１５年度から公開し、随時更新している。
（ ）http://www.ehime-misho-e.ed.jp/nakasyou/nakasyou.htm

４ 研究成果普及活動の成果
・ ＨＰによる普及で、他県の学校から要請があり、参考資料を送付した。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校÷

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級÷
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導÷
一部教科担任制 その他÷

【研究教科】 国語 社会 算数 理科÷
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無÷
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